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≪今後の考え方≫

１．安全で安心な公園づくりの推進
○将来負担を見据え、新たな整備から維持管理へ
重点を段階的に移行
○公園施設長寿命化計画に基づく管理を重点的に
実施し利用者の安全を確保

２．まちなかの緑の創出、既存ストックの活用
○行政施設跡地の活用、民間開発時の指導
○既存公園の有効活用
再整備（地域の意見を踏まえたリニューアル）
他の公共施設等との連携（福祉、観光、防災等）
にぎわい創出（イベント開催、飲食店等）

３．自主財源の確保、緑化推進事業の見直し
→・広告料、使用料など
・効果的・効率的な実施へ向けた制度・要綱等の
見直し

○既存の基本方針ついて

特段改善の必要は
ないと考えている。

課題に対する実施方針
と合致しているため

第49回
報告資料の抜粋
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評価結果（案）に伴う改善方針について
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既存計画における実施事業について

評価に伴い、

事業の拡充及び見直し
を行っていく必要がある。

第49回
報告資料の抜粋
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○公園の再整備
既存の公園の利用が減少している中、市民ニーズに則した公園に再整

備し、魅力の再創出を行う必要がある。

拡充及び見直し事業の考え方（案）

○まちなかにおける緑化推進事業の検討
まちなかにおける緑の推進は今後とも必要とする中、財政状況を鑑み、

持続的に取り組めるような緑化の推進事業を検討する必要がある。

○各事業の広報活動や緑化に関する意識啓発
各種緑化事業やみどりに関する取組み意識が低いことから、各種情報
ツールを用いてみどりに関する情報の提供や発信を行う必要がある。

このような事業を計画に取り入れ重点的に実施を検討していく。

第49回
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具体的な計画の改善（案）について
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計画改善の例として、下記のとおり計画実施事業の拡充や統合を図る

主に身近な公園を再整備する
事業を重点事業として追加！

現計画

まちなかにおける緑化推進事
業について事業の統廃合及び
持続可能な官民連携で実施で
きるような事業を追加する。

事業や参加者意
識向上につなが
る広報活動を意
識的に取り組む。
（現事業に関す
る新たな情報発
信に取り組む）

第49回
報告資料の抜粋
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第2次実施計画 実施事業一覧表（新旧）

改訂前（旧） 改訂後（新）

整備完了

事業統廃合
（手法も踏まえ）

事業統合

事業廃止
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